




後期ビザンティン（13 〜 15 世紀）には、この聖母子像をアプシスに配する聖堂が急増するが、
本発表はその要因を考察するのが目的である。
　神が顕現する場としてのアプシスには、「昇天」「主の荘厳マイエスタス・ドミニ」「デイシス」








ティン（9 〜 12 世紀）でアプシスに好まれたのは、キリストの玉座たるマリアを描く聖母子坐
像とオランスの姿勢が寄進者の加護を約束するブラケルニティッサ型マリア像である。とりわけ、
前者は収集した 56 作例の内 30 例と半数以上を占める。
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全体の翻訳を指揮し、またその内容を踏まえた聖ドニの受難伝 Post beatam et salutiferan が執筆
されることによって、神学的議論の場での引用のみならず、聖ドニ崇敬そのものの方へと、擬ディ
オニュシオス文書の影響が及んだのではないかと仮定する。





























































































イスハーク（873 年没）らによる翻訳、アブ ・ービシュル・マッタ ・ーイブン・ユーヌス（940 年没）
に始まる「バグダードのアリストテレス学派」による翻訳および註解に分けることができる。
　アッバース朝期の「翻訳運動」についての近年の説明としては、運動の背景をササン朝ペル

























識者によって纏められた幾何学論稿である偽ボエティウスの Geometrie II において確認できる。
現存する 23 の写本のうち 15 がほぼ完全なテクストとして伝わる当該論稿は、計算法の基礎とな
る数字の継受を探るうえで重要なテクスト群である。（Cf. 岩波論文「アバクスからアルゴリズム
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イスラーム哲学
と対峙したか、という、受容の姿勢



























































　尚、本報告では 15 世紀初頭の中英語翻訳、The Booke of Gostly Grace から具体例を示した。














































ある。しかし、この 16 世紀後半以来のカトリックのプロパガンダ戦略は、1617 年におけるルター
への批判の矛先を著しく鈍らせることとなったと考えられる。
「宗教改革百周年」の挿絵入りビラ
高津　秀之
―「図像から読み取る歴史」から「図像がつむぐ歴史」へ―
